
海
上
の
道

＝
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
そ
の
二

I
移
住
開
拓
島
の
民
俗
学
ノ
ー
ト
（
五
）

野
　
地
　
恒
　
有

＊
前
号

（
『
日
本
文
化
論
叢
』
第
二
三
号

）
よ
り
つ
づ
く
。

3

誘
引

す
る
生
物

か
ら
媒

介
す
る
生
物
ヘ
ー

国
分
直

一
の
「
海
上
の
道
」
論
・

異
考柳

田
国
男
の
「
海
上
の
道
」
で
は
、
始
原
の
時
代
に
原
日
本
人
が
タ
カ

ラ
ガ
イ
の
引
力
に
導
か
れ
て
海
を
渡
っ
て
来
た
と
い
う
よ
う
な
移
住
を
導

く
生
物
と
し
て
の
と
ら
え
方
が
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
以
外
の
生
物
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
鼠
や
渡
り
鳥
や
魚
の
群
れ
な
ど
は
、
地
図
を
見
た
こ
と
も
な
く
、
地

理
の
教
育
は
ま
っ
た
く
受
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
だ
け
か
ら
見

れ
ば
、
た
し
か
に
移
住
を
し
て
い
る
。
…
…
少
し
大
き
な
生
物
の
群
れ
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ー
ゼ
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
感
覚
は
鋭
く
、

判
断
は
早
く
、
ま
た
そ
れ
を
決
行
す
る
勇
気
を
も
具
え
て
い
た
故
に
、
是

と
行
動
を
共
に
し
て
お
れ
ば
、
百
あ
る
危
険
を
二
十
三
十
に
減
少
す
る
こ

と
は
で
き
た
ろ
う
…
…
」
（
柳
田
　
一
九
七
八

二
二
三
）

こ

の
移
動
を
導

く
生
物
と

い
う
と

ら
え

方

か
ら
柳
田

の
「
海
上

の
道
」

を
受
け
止
め
て
展

開
し
た
の

が
国
分
直
一
　（
考
古
学
・
民

族
学
）
で
あ
る
。

国
分

の
「
海
上

の
道
」
論
は
次

の
二

つ
の
想
定
の
上
に
立

っ
て

い
る
。

「

そ
の
一

つ
は
魚
類
や
動
物

の
回

遊
や
動
き

が
、
狩
猟
・
採
集
民
を
誘

っ

た
の
で

は
な
い
か
と
す

る
想
定
で
あ
る
。
第
二

の
想
定
は
、
魅
力
あ

る
も

の
の
分
布

が
見
ら

れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
分

布
を
追
う
こ
と
に
よ

っ
て
移
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動
か
行
わ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
柳
田
国
男
先
生
が
タ
カ
ラ
ガ
イ
を

と
り
あ
げ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
想
定
に
立
た
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
…

牧
草

が
分

布
し
て

い
る
か
ら

、
そ
の
分

布
を
追

っ
て
牧
人

は
移
動
す

る
。

回

遊

魚

や

移

動

す

る

海

獣

は

動

く

牧

草

な

の

で

あ

る
。
」
（

国

分

一
九
七
六
：
六
三
。
国
分
「
一
九
七
六
」
の
初
出
は
一
九
七
五
年
。
引
用

部
分
は
初
出
後
に
加
筆

さ
れ
た
。
国
分
「
一
九
七

六
」
と
国
分
「
一
九
七
八
」

は
同

じ
内

容
。
）

国
分
は
一
九
七
五
年
以
来
、
移
住
を
導
く
モ
ー
ゼ
と
し
て
の
生
物
と
い

う
と
ら
え
方
に
も
と
づ
い
た
「
海
上
の
道
」
論
を
、
く
り
返
し
述
べ
て
き

て
い
る
。
そ
の
生
物
と
し
て
具
体
的
に
は
、
海
獣
類
、
サ
ケ
・
マ
ス
、
ボ

ラ
、
ト
ビ
ウ
オ
、
南
海
産
貝
類
、
海
蛇
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
、
移
動
を
導
く
ト
ビ
ウ
オ
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
指
摘

が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。

「
ト

ビ
魚

は
比
較
的

ゆ
っ
く
り

北
上
す
る
の
で

、
そ
の
動

き
を
追
う

と
、

新
し

い
島

に
導

か
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

。
南
方

の
ヤ
ミ
族
を
し

て
、

バ
タ

ー
ン

の
祖
地
か

ら

バ
シ
ー
を
越
え

る
機
縁

を
え

さ
せ
た

の
は
、

ト
ビ
魚

（
ヤ
ミ
族
の
い
わ

ゆ
る
ア
リ
パ
ン

パ
ン
）
で
あ

っ
た
と

考
え

て
よ

か
ろ
う
。
」
（
国
分
　

一
九
七
一
二

四
〇
〇
）

「
蘭
嶼
の
ヤ
ミ
族
が
パ
タ
ン
島
か
ら
渡
来
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
が
、

ヤ
ミ
族

を
し
て
海

峡
を
北
上

せ
し
め

た
誘
因
と

な

っ
た
も

の
と
し
て

は
、

ト
ビ
ウ
オ
以
外
に
は
考
え
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
国
分
一
九
七
六
：

五
三

）

「
ヤ
ミ
族
は
ア
リ
バ
ン
バ
ン
、
す
な
わ
ち
ト
ビ
ウ
オ
を
追
っ
て
バ
タ
ン

か
ら
紅
頭
嶼
に
入
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
沖
縄
の
漁
人
は
…
…
八
重
山
か
ら
五
島
に
か
け
て
、
と
く
に
琉

球
諸
島
の
い
ち
ば
ん
先
端
ま
で
ト
ビ
ウ
オ
を
追
っ
か
け
る
そ
う
で
あ
り
ま

す
。
…
…
糸
満
は
か
つ
て
隠
岐
島
あ
た
り
に
も
コ
ロ
ニ
ー
を
作
っ
て
い

た
。
」
（
国
分
　
一
九
八
〇
：
二
六
三
）

そ
し
て
、
一
九
九
二
年
の
『
北
の
道
　
南
の
道
―
日
本
文
化
と
海
上
の

道
―
』
で
は
、
そ
の
第
一
章
が
「
な
に
が
人
び
と
を
海
に
誘
っ
た
か
」
と
題

さ
れ
て
、
そ
の
は
じ
め
に
は
「
〔
意
に
任
せ
え
な
い
漂
流
と
な
る
場
合
以
外

に
〕
季
節
風
と
海
流
を
利
用
し
て
、
た
く
ま
し
い
意
志
力
に
よ
っ
て
、
海

上
を
移
動
し
た
こ
と
も
限
り
な
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
時
に
は
、
必
ず
人
を
海
に
誘
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
（
国

分
　
一
九
九
二
：
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
内

容
が
く
り
返
さ
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
の
は
、
「
し

か
し
な
が
ら
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
蘭
嶼
の
ヤ
ミ
族
が
パ
タ
ン
か

ら
北
上
し
て
、
現
在
の
島
嶼
に
移
動
し
た
こ
と
と
、
ヤ
ミ
族
の
祖
先
が
台

湾
東
海
岸
南
部
地
区
お
よ
び
、
台
湾
沖
の
火
焼
島
と
の
折
衝
を
も
っ
て
い

た
こ
と
だ
け
で
あ
る
」
（
国
分
　
一
九
九
二
：
八
）
と
い
う
内
容
が
付
け
加

え

ら

れ
、
移
動
と

ト
ビ

ウ
オ
と
の
結

び
つ
き

が
か
な
り
弱

め
ら

れ
て
結
ば
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れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結
局

、
ト
ビ
ウ
オ
と
人
の
移
動
と

が
結

び
つ
き

え
た
具
体
的
な
事
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
の
で
あ

る
。

私
自
身
の
調
査
や
管
見
に
よ
っ
て
も
、
ト
ビ
ウ
オ
を
追
い
か
け
た
末
に

移
住
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
事
例
を
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
右
に
上
げ
た
引
用
箇
所
の
中
で
、
沖
縄
の
漁
人
が
ト
ビ
ウ
オ
を

追
い
か
け
、
隠
岐
島
に
は
糸
満
漁
民
が
作
っ
た
コ
ロ
ニ
ー
が
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
が
（
国
分
　
一
九
八
〇
：
二
六
三
）
、
筆
者
調
査
に
よ
れ
ば
、

確
か
に
糸
満
漁
民
は
隠
岐
島
ま
で
出
漁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ト
ビ
ウ
オ

を
追
い
か
け
ト
ビ
ウ
オ
に
誘
導
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

そ
こ
に
移
住
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の
で
も
な
い
。
国
分
が
「
海
上
の
道
」

論
で
と
り
あ
げ
た
生
物
の
中
で
、
人
の
移
動
と
結
び
つ
い
た
と
い
う
事
例

が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
に
『
北
の
道
　
南
の
道
―
日
本
文
化
と
海

上
の
道
―
』
で
ふ
れ
ら
れ
た
「
イ
カ
の
道
」
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
ま

で
の
国
分
の
「
海
上

の
道
」
論
で
は
イ

カ
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら

れ
て

い
な

か
っ
た
）
。
し

か
し

、
イ
カ

の
動

き
と
人

の
移
動
と

の
結
び

つ
き

が
具

体

的
に
と

ら
え

ら

れ
る
の
は
近
世
以
降

の
こ
と
で

あ
る
。
一
九
七
五
年

に
国

分
に
よ
り
提
起

さ
れ
た
想
定
は
、
一
九
九
二
年

に
至

っ
て
も
想
定

の
ま

ま

に
終

わ
っ
た
と

い
え
よ
う

。

国
分

は
考
古
学
・
民
族
学

の
立
場
か
ら
民

族
起
源
論
と
し
て
巨
史
的

に
、

移
動

を
導

く
生
物
を

想
定
し
て
「
海
上

の
道
」

論
を
展
開
し
た

の
で
あ

る

が
、
そ
れ
に
対
し
て

、
私
は
、
民
俗
学

の
立
場

か
ら
同
時
代
史
と
し
て
微

史

的
に
「
海
上

の
道
」

論
を
と
ら
え
、
外
部
と

結
び
つ
け
る
生
物
、
媒
介

と
す

る
生
物
と

い
う
想
定

へ
転
換
を
図
る
こ
と
を
提
起
す

る
。
た
と
え

ば
、

こ
の
こ
と
を
ト
ビ
ウ
オ
を
例
に
説
明
す
る
と
、
一
九
六
〇
年
頃
に
山
口
県

見
島
を
訪
れ
た
宮
本
常
一
は
次
の
よ
う
な
聞
き
書
き
を
載
せ
て
い
る
。

「
か
つ
て
の
大
和
の
売
薬
商
人
が
こ
の
島
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
ア
ゴ

〔
ト
ビ
ウ
オ
の
方
名
〕
を
見
て
、
大
和
で
は
こ
れ
が
な
く
て
は
盆
が
す
ご

せ
ぬ
と
言
っ
た
の
で
、
見
島
の
人
た
ち
は
自
分
ら
の
と
っ
た
魚
が
遠
く
大

和
山
中
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
ど
ろ
い
た
と
い
う
。
」
（
宮

本
　
一
九
七
四
：
二
三
六
）

一
九
二
〇
年
代
の
頃
、
見
島
の
ト
ビ
ウ
オ
は
大
阪
の
仲
買
い
に
よ
っ
て

さ
か
ん
に
買
わ
れ
て
い
っ
た
り
、
ト
ー
カ
イ
セ
ン
と
い
う
運
送
船
で
大
阪

に
運
ば
れ
て
行
き
、
他
方
、
近
畿
地
方
の
山
間
部
で
は
、
盆
に
は
ト
ビ
ウ

オ
を
贈
答
品
と
し

た
り
食
べ
た
り
し
て
い
た
（
瀬
川
　
一
九
七
五
一

一
七
八
～
一
七
九
、
宮
本
　
一
九
七
三

二
三

八
）
。
ト
ビ
ウ
オ
に
よ
っ

て
見
島
と
近
畿
地
方
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
外

部
と
結
び
つ
け
、
媒
介
と
す
る
生
物
（
た
と
え
ば
ト
ビ
ウ
オ
）
と
い
う
と

ら
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ト
ビ
ウ
オ
は
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
出

す
生
物
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

「
海
上
の
道
」
を

「
青
ケ
島

還
住
記
」
で

読
み
な

お
す

「
海
上
の
道
」
を
微
史
的
に
展
開
さ
せ
る
と
い
う
課
題
を
柳
田
国
男
自
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身

の
作

品

の
中

に
求

め
る
と
、
「

青
ケ
島
還

住
記
」

に
突
き
当

た
る
。
柳

田
は
そ
う

は
考
え

て

い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
「
青
ケ
島
還
住
記
」

は
「
海
上

の
道
」

の
微
史
的
把
握

版
で

あ
る
と
私
は
と
ら
え

る
。

柳
田
の
「
青
ケ
島
還
住
記
」
は
、
一
七
八
〇
年
の
伊
豆
諸
島
青
ヶ
島
の

噴
火
、
そ
し
て
そ
の
噴
火
に
よ
っ
て
八
丈
島
に
避
難
し
て
き
た
島
人
が
再

び
青
ヶ
島
へ
移
住
す
る
ま
で
の
六
四
年
間
（
一
七
八
〇
年
～
一
八
四
四
年
）

を
、
近
藤
富
蔵
の
「
八
丈
実
記
」
を
用
い
て
青
ヶ
島
住
民
と
八
丈
島
住
民

の
関
係
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ
る
。
（
六
四
年
間
の
う
ち
、
八
丈
島
に
お

け
る
避
難
生
活
期
間
は
一
七
八
五
年
～
一
八
三
五
年
の
五
〇
年
間
で
あ

る
。
）
「
八
丈
実
記
」
を
用
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
「
青
ケ
島
還
住
記
」

に
は
、
移
住
の
プ
ロ
セ
ス
を
微
史
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し

て
い
こ
う
と
い
う
、
「
海
上
の
道
」
で
見
せ
た
巨
視
的
な
と
ら
え
方
と
は

異
な
る
柳
田
の
研
究
態
度
―
「
海
上
の
道
」
で
は
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
研

究
態
度
―
が
見
出
さ
れ
る
。

「

青
ケ
島
還
住
記
」

の
内

容
を
年
代
に
よ
り
箇

条
書
き
に
要
約
す

る
と

、

次

の
よ
う

に
な
る
。
そ

の
内

容
は
、
青
ヶ

島
噴
火
か
ら
八
丈
島
へ
の
避
難

、

青
ヶ
島

の
名

主
三

九
郎
時

代
と

も

い
う

べ
き
第
一

次
還

住
期

（
失

敗
）
、

青
ヶ
島
の
名

主
次
郎

太
夫
時
代

と
も

い
う

べ
き
第
二

次
還
住

期
（
成
功
）

の
三

つ
に
分
け
ら

れ
る
。

①
青
ヶ
島
の
噴
火
と
八
丈
島
へ
の
避
難

一
七
八
〇
（
安
永
九
）
年
六
月
、
第
一
回
目
の
噴
火

一
七
八
一
　
（
天
明
一
）
年
四
月
、
地
震
、
噴
火
。

一
七
八
三
（
天
明
三
）
年
二
月
、
噴
火
。

一
七
八
三
（
天
明
三
）
年
二
月
、
噴
火
。

一
七
八
五
（
天
明
五
）
年
三
月
、
激
烈
な
る
噴
火
。

一
七
八
五
（
天
明
五
）
年
三
月
、
青
ヶ
島
の
名
主
七
太
夫
ほ
か
七
名
、

八
丈
島
に
報
告
、
避
難
。
四
月
一
一
日
、
四
五
人
避
難
。
四
月
二
七
日
、

一
〇
八
人
避
難
。
ほ
か
含
め
、
合
計
二
〇
二
名
の
脱
出
避
難
。

一
七
八
七
（
天
明
七
）
年
六
月
一
〇
日
、
島
に
渡
り
検
分
し
山
焼
け
は

鎮
ま
っ
た
と
報
告
。

一
七
八
八
（
天
明
八
）
年
五
月
一
日
、
島
に
渡
り
検
分
し
帰
帆
届
の
提

出
。

②
第
一
次
還
住
期
（
失
敗
）

一
七
八
九
（
寛
政
一
）
年
六
月
一
六
日
、
青
ヶ
島
の
名
主
三
九
郎
、
青
ヶ

島
実
地
検
分
し
、
同
月
二
一
日
八
丈
島
に
戻
る
。

一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
四
月
二
五
日
、
名
主
三
九
郎
、
青
ヶ
島
実
況

検
分
、
耕
作
の
試
み
を
願
い
出
る
。

一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
七
月
一
二
日
、
名
主
三
九
郎
、
一
九
人
と
と

も
に
穀
物
農
具
を
積
ん
で
三
回
渡
島
、
小
屋
掛
け
を
し
て
一
二
人
の
者
を

残
し
、
名
主
ら
八
人
は
八
丈
島
に
帰
島
。

一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
八
月
、
青
ヶ
島
か
ら
八
人
の
者
、
種
穀
不
足

に
よ
り
八
丈
島
に
帰
島
の
途
中
に
遭
難
、
行
方
不
明
。

一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
四
月
、
食
料
を
積
ん
で
渡
島
、
青
ヶ
島
に
つ

い
て
大
時
化
に
遭
い
二
艘
の
船
は
流
失
。
同
年
六
月
、
焼
灰
に
埋
ま
っ
た
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家

作
を
掘
り
起
こ
し

、
農
具
を
釘
に
打

っ
て
小

舟
を
作
り
、
一
三
人
八
丈

島
に
戻

る
。

一
七
九
四

（
寛
政

六
）
年
七

月
、
船
頭

彦
次
郎

食
料
を
積

ん
で
渡
島

、

房
州

に
漂
着
。

一
七
九
四

（
寛
政
六
）

年
九
月
、
食
料
船
一

般
渡
島
、
無
事
青
ヶ
島
に

到
着

、
翌
年
八
丈
島
に
帰
島

。

一
七

九
五
（
寛
政
七
）
年
二
月

、
渡
島
、
遭
難
、
八
人
全
員
溺
死

。

一
七
九
五
（
寛
政
七
）

年
四

月
、
渡
島
、
無
事

渡
島
、
同
年
六
月
八
丈

島

に
帰
島

。

一
七

九
六
（
寛
政
八
）
年
四

月
、
食
料
船
一

般
渡
島
、
房
総
半
島
に
漂

着

。一
七

九
七
（
寛
政
九
）
年

七
月
二
九
日
、
名
主
三

九
郎
一
家
（
八
丈
島

避

難
後
に
生

ま
れ
た
幼

い
童
児

を
含
む
）

を
は
じ

め
男

女
一
四
人

渡
島
、

紀
州
熊
野

灘
二
木
島
に
漂
着

。
漂
着
先
に
て
一
一
人

病
没
（
名
主
三
九
郎

の
悲

痛
な

る
最
後
）
。
八
丈
島

に
戻

っ
た

の
は
男
二

人
の
み
（
女

一
人
は

江
戸

に
送
ら
れ
そ
の
ま
ま
留
ま

る
）
。
（
＊

橘
南
鉛

『
西
遊
記
』
続
篇
・「
オ

ガ
島
」
に
も
記

載
あ
り
。
）

一
七
九

九
（
寛
政
一

二

年

九
月
四

日
、
男
女
三
三
人
穀

類
を
積
ん
で

出
帆
、
紀
州

洲
浦
に
漂
着

、
翌
一
二

年
五
月
、
全
員
江

戸
経
由
で
八
丈
島

に
戻

る
。
青

ヶ
島

還
住
の
計
画

の
頓

挫
・
中
断

。

一
八
〇
一
　
（
享
保
一
年
）
六
月
八
日
、
寛
政
五
年
以
来
、
青
ヶ
島
に
渡
っ

て

い
た
七
人

の
者
、
焼
け
残
り

の
家

作
を
も
っ
て
小
舟
を
作
り

、
八
丈
島

に
戻

る
。

一
八
〇
三

（
享

保
三
）

年
五
月
、
検
分
、
青
ヶ
島
無

人
無
毛

の
地
。

一
八
一
一
　（
文
化

八
）
年
、
御
普
請
役
八

丈
島
に
出
張
し
、
青
ヶ
島
起

し
返
し
の
問
題
を
取

り
調

べ
る
も
、
再
度

の
開
発
の
沙
汰
な
し

。
青

ケ
島

還
住
の
計
画

の
頓
挫

。

③
第
二
次
還
住
期

（
成

功
）

一
八
一
七

（
文
化

一
四

）
年
、
八
丈
島

に
避

難
す
る
「
青
ヶ
島
人

の
寄

留

者
」
、
一
七
七
人

。

一
八
一
七
（
文
化
一
四
）
年
、
名
主
次
郎
太
夫
に
よ
る
開
発
の
願
い
出

が
江
戸
表
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
綿
密
な
復
興
計
画
の
も
と
、
二
〇
名
の

先
発

隊
が
渡
島
。

（
＊

一
八
二
七

（
文

政
一
〇
）
年
夏

、
「
八
丈

実
記

」
の
著
者
・
近
藤
富

蔵
が
八
丈
島
に
流
さ

れ
て
く

る
。）

一
八
三
四

（
天
保
五
）
年

、
一
通
り
の
開
発
を
終
え

、
避
難
の
「
青
ヶ

島
人

の
全
部
は
故
土
に
」
帰
還

す
る
。

一

八
三

五
（
天
保
六
）
年

、
検

地
。
青
ヶ
島

の
人
口

、
男
一
三
三
人
女

一
〇
八

人
、
合
計
二
四
一
人

。

一
八
四

〇
（
天

保
一

二

年

、
青
ヶ

島
の
人
口
、
二
八
八
人

。

一
八
四
四

（
天
保
一
四
）
年

六
月

、
「
青
ヶ
島
復

興
の
完
了

し
」
、
天
保

一
五
年

、
伊
豆

御
代
官
に
よ
り
名
主
次
郎

太
夫
の
表
彰

。

一

八
五
二

（
嘉
永
五
）

年
、
「
青
ヶ

島
の
モ

ー
ゼ
」
と

も
言
え

る
次
郎

太
夫
死
去

、
享

年
八
四
歳
。
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絹
と

カ
ツ
ォ

節

「
青
ヶ
島
還
住
記
」
に
つ
い
て
、
柳
田
が
「
八
丈
実
記
」
の
ど
こ
に
注

目
し
て
、
何
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
読
み
解
い
て
い
る
か
を
見
る
こ
と

は
、
「
海
上
の
道
」
を
微
史
的
に
と
ら
え
直
す
た
め
の
視
点
を
引
き
出
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
柳
田
の
読
解
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

と
し
て
「
カ
ツ
オ
節
」
が
く
り
返
し
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

ま
ず
、
青
ヶ
島
の
カ
ツ
オ
節
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
〔
青
ヶ
島
で
は
―
こ
の
括
弧
は
引
用
者
注
を
示
す
、
以
下
同
じ
〕
島
が

平
和
の
年
で
す
ら
も
、
外
へ
持
ち
出
し
得
る
も
の
は
わ
ず
か
絹
糸
か
、
鰹

節
の
他
に
は
何
も
な
か
っ
た
。
」
（
柳
田
　
一
九
八
九
：
五
八
五
）

こ

れ
は

、次

の
よ
う
に
言

い
か
え
ら

れ
る
。
青
ヶ
島

に
お
い
て
海
縁
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を
作
り
出
す
も

の
は
絹
糸
と

カ
ツ
オ
節

の
他
に
は
何
も
な
か

っ

た
、
と

。
し
か
し
、
絹
糸

の
方

は
、
青
ヶ
島
に
お

い
て
海

縁
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
を
作
り

出
す
も

の
と
し
て

は
問

題
が
あ
っ
た

。
次

の
文

章
を
読
ん
で
み

「
青
ヶ
島
は
八
丈
か
ら
南
や
や
東
へ
三
十
六
浬
、
十
五
里
近
く
も
離
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
他
に
は
隣
も
な
い
の
で
夙
く
か
ら
八
丈
の
属
島
で

あ
っ
た
。
村
に
名
主
だ
け
は
独
立
し
て
置
か
れ
て
い
た
が
、
八
丈
の
地
役

人
が
伊
豆
御
代
官
の
命
の
下
に
こ
れ
を
支
配
し
、
貢
物
の
絹
を
取
り
次
い

だ
の
み
な
ら
ず
、
島
に
は
機
を
織
り
糸
を
染
め
る
者
が
な
い
の
で
、
白
糸

を
持
参
し
て
八
丈
の
女
た
ち
に
織
っ
て
も
ら
っ
て
納
め
て
い
た
。
そ
の
糸

さ
え
も
足
ら
ぬ
場
合
に
は
、
鰹
節
な
ど
を
八
丈
に
送
っ
て
来
て
、
こ
れ
で

取
っ
た
糸
に
交
易
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
は
他
に
掛
替
え
の
な
い

た
っ
た
一
つ
の
取
引
先
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
柳
田
　
一
九
八
九
：

五
六
五
）

青
ヶ
島

に
と

っ
て
、
外
社
会
と
し

て
海
縁
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
結
ぶ
先
は

八
丈
島

だ
け

で
あ
っ
た
。
そ
し
て

、
両

者
の
関
係
は

青
ヶ
島
が
八
丈
島
に

属
す

る
従

の
関
係
で
あ
っ
た

。
な
ぜ
な
ら
、
青
ヶ
島

に
名

主
は
置
か
れ
て

い
た

が
、
そ
の
支
配
は
八
丈
島

の
地
役
人

が
伊
豆
御
代

官
の
命
の
下
に

な

さ
れ
て

い
た
か
ら
。
ま
た

、
青
ヶ

島
に
は
機
を
織
り

糸
を
染
め
る
者

が
い

な
か

っ
た
の
で

、
白
糸

つ
ま

り
絹
糸

を

持
参
し

て
八

丈
島

の
女

た
ち

に

織

っ
て
も
ら
っ
て
年
貢
と
し

て
納
め
て

い
た
こ
と

か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ら

の
意
味

で
、
青
ヶ
島
は
八
丈
島

の
属
島
で
あ
っ
た
。

絹

糸
は
八

丈
島
に
依

存
し
な

け
れ
ば
生

産
で

き
な
か

っ
た
。
し
か
も

、

そ
の
絹

糸
さ
え

も
足
ら
な

い
と
き

に
は
、
カ
ツ
オ
節
を
八
丈
島
に
送

っ
て

、

絹
糸
と

交
換
し
た
と

い
う

。
絹
織
物
は
青
ヶ
島

単
独
で
は
作

る
こ
と

が
で

き
な
か
っ
た
。
そ

の
点
で

青
ヶ
島
は
八
丈
島

に
属
し
て

い
た
。
そ

れ
に
対

し
て
、
カ
ツ
オ
節
は
八
丈
島

に
頼
ら
ず
に
製
造
す

る
こ
と

が
で
き
た
。
青

ヶ

島
に
と

っ
て

、
カ

ツ
オ
節

だ
け

は
八
丈

島

に
依
存
せ

ず

に
海
縁

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
出
せ

る
も

の
だ
っ
た

の
だ

。
そ
の
点
で
は
青
ヶ
島

は
八
丈

島
に
属
し
て

い
な
か

っ
た
。

青
ヶ
島
に
と

っ
て
の
カ
ツ
オ
節
の
重
要
性

は
次
の
よ
う

な
箇
所

で
も
と
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ら
え
ら
れ
て
い
る
。
一
八
一
七
（
文
化
一
四
）
年
、
名
主
次
郎
太
夫
に
よ

る
開
発
の
願
い
出
が
江
戸
表
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
名
主
次
郎
太
夫
が
復
興

計
画
を
立
て
る
中
で
、
帰
島
後
の
「
規
約
」
を
定
め
た
。
そ
の
中
で
、
ヵ

ツ
オ
節
に
関
す
る
条
が
あ
っ
た
。

「
〔
そ
の
規
約
が
用
意
周
到
だ
っ
た
こ
と
は
以
下
の
と
お
り
〕
鰹
節
の
貯

蔵
に
及
び
、
他
の
漁
獲
物
は
勝
手
に
処
理
し
て
よ
い
が
、
鰹
節
ば
か
り
は

向
う
三
ヶ
年
の
間
、
こ
れ
を
島
中
に
囲
っ
て
お
い
て
、
い
っ
さ
い
隠
し
積

み
等
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
禁
を
犯
し
た
者
は
罰
を
受
け
、
か
つ
品
物

を
取
り
揚
げ
る
と
厳
命
し
て
い
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
食
料
の
欠
乏
に
備

え
る
だ
け
で
な
く
、
実
は
以
前
か
ら
こ
れ
が
青
ヶ
島
の
貨
幣
で
も
あ
っ
た

か
ら
で
、
こ
れ
を
統
制
管
理
す
る
こ
と
が
、
自
然
に
各
人
に
私
を
営
ま
せ

ず
、
力
を
公
共
の
目
的
に
尽
さ
せ
る
結
果
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
柳

田
　
一
九
八
九
：
五
九
五
）

カ
ツ
オ

節
は

青
ヶ
島

に
と

っ
て
八

丈
島

に
対

し
て

通
用

す
る
貨

幣
で

あ

っ
た

。
カ
ツ
オ
節
は
、
八
丈
島

に
依
存
せ
ず
に
生

産
で
き
る
も
の
、
八

丈
島
と

の
交
易

を
可
能
に
す

る
も

の
、
そ
し
て
青
ヶ
島

の
自
立

を
保
証
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

還
住
後
の
生
活
に
お
い
て
も
、
「
年
貢
の
絹
の
納
付
は
、
…
…
天
保
四

年
か
ら
と
い
う
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
、
…
…
〔
そ
の
〕
絹
は
桑
を
栽
え
る

余
地
が
ま
だ
な
い
か
ら
、
八
丈
に
頼
ん
で
織
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
代
償
は
お
そ
ら
く
鰹
節
で
あ
っ
た
」
（
柳
田
　
一
九
八
九
：
六
○
一
～

六
〇
二
）
と
柳
田
が
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
、
還
住
後
の
生
活
再
建
、
維

持
に
お
い
て
も
、
カ
ツ
オ
節
は
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
。

定
住
生
活
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
そ
に
頼
ら
ず
に
自
ら
海
縁

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
出
す
手
だ
て
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
青
ヶ
島
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
カ
ツ
オ
節
で
あ
っ
た
。

橘
南
谿
の
批
評

一
七
九
七

（
寛
政
九
）
年
七
月
二
九
日

、
名
主
三
九
郎
一
家
を
は
じ

め

男
女
一
四
人

が
青

ヶ
島
に
出
帆
し
た

が
、
難
船
し
て
、
紀
州
熊
野
灘
二
木

島
（
三
重
県
熊
野
市
）

に
漂
着
し
た

。
そ
の
漂
着
先
で
彼
ら
の
手
当
に
当

た
っ
た
医

者
か
ら
聞

い
た
話
か
、
橘
南
谿
の
『
西
遊
記
』
続
篇
（
一
七
九
八

「
寛
政
一
〇

」
年
刊

行
）

に
載
っ
て

い
る
。
そ

れ
を
柳
田
は
「
青

ヶ
島
還

住
記
」

の
中
で
取
り

あ
げ

て
い
る
。

そ
こ

で
、
そ

の
部
分
を

『
西

遊
記
』

続
篇
か
ら
見

て
み
よ
う

。
そ
の
条
の
題
目
は
「

オ
ガ
島
」（
青
ヶ
島
の
こ
と
）

と

な
っ
て
い
る
。

「
一
島
皆
焼
は
て
た
る
跡
へ
、
年
経
て
只
一
家
の
み
帰
り
て
、
何
を
な

し
て
世
の
た
づ
き
と
も
し
、
又
何
を
楽
し
み
と
せ
ん
と
に
や
。
い
か
に
ふ

る
さ
と
恋
し
け
れ
ば
と
て
、
数
百
里
は
な
れ
た
る
沖
の
小
島
に
、
人
も
な

く
、
牛
馬
も
無
き
に
、
我
家
内
ば
か
り
帰
り
住
た
く
思
ふ
は
、
外
よ
り
は

い
と
不
審
な
る
事
也
。
其
上
又
い
つ
か
焼
出
ん
も
は
か
り
が
た
き
に
、
あ

わ
れ
な
る
は
人
心
な
り
け
り
。
」
（
橘
　
一
九
七
二
：
一
二
二
～
一
二
三
）
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南
谿
の
「
外
よ
り
は
い
と
不
審
な
る
事
…
…
あ
わ
れ
な
る
は
人
心
な
り

け
り
」
と
い
っ
た
批
評
に
対
し
て
、
柳
田
は
「
〔
南
鉛
に
は
〕
ま
だ
一
行

の
人
々
の
心
持
ち
が
よ
く
飲
み
込
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
名
主
三
九
郎

が
生
き
て
い
て
述
懐
を
し
た
な
ら
ば
、
今
少
し
は
同
情
の
あ
る
批
評
も
下

さ
れ
た
こ
と
と
も
思
う
」
（
柳
田
　
一
九
八
九
：
五
九
一
）
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。
し
か
し
、
八
丈
島
か
ら
漂
着
し
た
一
四
人
の
う
ち
、
結
局

一
一
人
が
亡
く
な
り
、
名
主
三
九
郎
一
家
は
ほ
ぼ
全
滅
、
そ
の
中
に
は
避

難
後
に
八
丈
島
で
生
ま
れ
た
幼
子
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
、
そ
の
悲
惨

な
る
状
況
を
聞
く
に
つ
け
て
「
外
よ
り
は
い
と
不
審
な
る
事
…
…
あ
わ
れ

な
る
は
人
心
な
り
け
り
」
と
い
う
批
評
も
、
も
っ
と
も
で
あ
り
、
柳
田
の

コ

メ
ン
ト
し

た
よ
う

な
帰

郷
の
意
志
を
理
解
し

な
い
同
情
心

の
な
い
も
の

と
も

い
え

な
い
よ
う

に
思
え

る
。

そ
れ
で
も
、
私
に
と
っ
て
「
不
審
」
と
言
う
か
驚
く
べ
き
こ
と
は
、

一
八
三
四
年
、
八
丈
島
に
避
難
し
て
い
た
「
青
ヶ
島
人
の
全
部
は
故
土
に

還
」
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
一
七
八
五
年
の
避
難
者
数
は
二
〇
二
、
そ
の

五
〇
年
後
の
一
八
三
五
年
、
青
ケ
島
の
帰
島
者
数
は
二
四
一
で
あ
っ
た
。
）

南
谿
の
言
を
借
り
れ
ば
「
い
か
に
ふ
る
さ
と
恋
し
け
れ
ば
」
と
は
い
え
、
「
皆

焼
は
て
た
る
跡
」
の
「
人
も
な
く
、
牛
馬
も
無
」
く
「
又
い
つ
か
焼
出
ん

も

は
か
り

が
た
き
」
、
「
数
百
里

は
な
れ
た

る
沖

の
小

島
」
に
、
避
難
生
活

も
約
五
〇
年

が
た
ち

、
世
代

も
代

わ
り
、
八
丈
島

が
第
二
の
故
郷
と

な
っ

て

い
る
者

や
八
丈
島
生
ま

れ
の
者

も
い
る
だ
ろ
う

の
に
、避

難
し
た
「
青
ケ

島
人

の
全
部
は
故
土

に
還
」

つ
た
と

い
う
事
実
に
で
あ

る
。
こ

れ
は
、「
ふ

る
さ
と
恋
し
」
の
望

郷
の
念
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
。
五
〇
年
後

の
青
ヶ

島
避
難
民
た
ち
全
員
を
し
て
帰
還
に
導
か
し
め
た
原
動
力
は
何
に
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

八
丈
島
に
避
難
す
る
青
ヶ
島
の
「
寄
留
者
」
は
、
帰
島
一
七
年
前
の

一

八
一
七
（
文

化
一
四
）

年
に
は
一

七
七
人

で
あ

っ
た
（
柳
田

一
九
八
九
：
五
九
二
）
。
そ
し
て
、
一
八
二
七
（
文
政
一
〇
）
年
ご
ろ
、

八
丈
島
に
お
け
る
青
ヶ
島
島
民
の
避
難
生
活
の
状
況
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。

「
島
で
は
南
の
浜
に
面
し
た
大
賀
郷
の
地
内
に
、
流
人
と
は
別
に
十
数

戸
の
小
屋
を
掛
け
て
、
見
す
ぼ
ら
し
い
暮
し
を
立
て
て
い
る
半
農
半
漁
の

居
住
民
が
あ
っ
た
。
三
根
末
吉
な
ど
の
村
に
も
分
け
て
一
二
軒
、
あ
る
い

は
土
地
の
物
持
ち
衆
の
家
に
、
か
か
り
人
の
よ
う
に
な
っ
て
同
居
す
る
仲

間
も
若
干
は
あ
っ
た
。
」
（
柳
田
　
一
九
八
九
：
五
六
五
）

こ
う
し
た
青
ヶ
島
島
民
た
ち
を
帰
還
に
導
い
た
主
た
る
原
動
力
を
、
私

は
、
お
そ
ら
く
避
難
後
五
〇
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
八

丈
島
に
お
け
る
「
寄
留
」
と
い
う
地
位
か
ら
の
脱
出
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
帰
還
を
可
能
に
し
た
一
つ
の
要
因
は
、
青
ヶ
島
の

生
活
再
建
（
還
住
生
活
の
形
成
）
に
お
い
て
、
確
固
と
し
た
「
世
の
た
づ

き
」
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
世
の
た
づ
き
」
と
は
、
南
谷
の

批
評
の
中
に
「
何
を
な
し
て
世
の
た
づ
き
と
も
し
」
と
出
て
い
る
言
葉
で

あ
る
。「
世
の
た
づ
き
」
と
は
単
に
な
り
わ
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

島
を
外
社
会
と
結
び
つ
け
る
手
だ
て
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
私
の
言
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葉
で
言
え

ば
、
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
り
出

す
手

だ
て
と

い
う
こ

と
に

な
る
。
青
ヶ
島

の
「
世
の
た

づ
き
」
と

は
、
す
な
わ
ち
カ

ツ
オ
節
製
造
の

技
術
で
あ

る
。
カ
ツ
オ
節
製
造

の
技
術
を

持
っ
て

い
た
か
ら
定
住

生
活

を

構
築
す

る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ

る
。

予
想
す

る
に
、
そ
の
カ
ツ
オ
節
製
造

の
技
術
は
、
寄
留
で

あ
る
彼
ら
に

は
八
丈
島
で

は
発

揮
で
き
ず
、
青
ヶ
島
で

な
け
れ
ば
発
揮
で

き
な
か
っ
た

の
だ

ろ
う

。
な
ぜ
な
ら
、
八
丈
島
で

は
カ
ツ
オ
節
製
造

の
た
め
の
燃
料

が

確
保
で
き

な
か
っ
た
か
ら

。
カ
ツ
オ
の
よ
う

な
漁
獲
物
は
寄
留

で
も
手
に

入
れ

る
こ
と

は
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

、
カ

ツ
オ
節
製

造
に
は
燃
料
、

つ
ま
り
共
有

山
林
の
薪

が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
の
共
有
山
林

の
薪
を
、
八

丈
島

の
寄
留

で
あ
っ
た
彼
ら

に
は
採
取

す
る
こ
と

が
で
き

な
か
っ
た
の
で

あ

ろ
う

。
カ
ツ
オ
節
は
、
彼
ら

に
と

っ
て
燃
料
の
確
保
で

き
る
、
い
わ

ゆ

る
「
本

戸
」

と
し
て
共
有
山
林

を
使
用

す
る
権
利

の
あ

る
青
ヶ
島
で
な
け

れ
ば
製

造
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

カ
ツ
オ
節
製
造
の
燃
料
に
関
連
し
て
見
る
と
、
還
住
後
の
新
事
業
と
し

て
「
二
箇
所
の
塩
釜
」
を
設
置
し
、
「
塩
を
焼
く
計
画
」
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
（
柳
田
　
一
九
八
九
：
六
○
○
）
、
そ
れ
も
そ
の
燃
料
を
生
か
し
た
、

海
縁
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
出
す
た
め

の
新
事

業
で
あ
っ
た
と

い
え

る
。

「
海
上

の
道
」
の

タ
カ
ラ

ガ
イ

は
「
世
の
た

づ
き
」
（
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
を
作
り
出

す
も

の
）

を
象
徴

的
に
あ
ら

わ
し
て

い
る
。
青

ヶ
島
で
は
、

い
わ
ば
カ
ツ
オ
節

が
タ
カ
ラ
ガ
イ
な
の
で
あ

る
。
し

か
も

、
青
ヶ
島

の
カ

ツ
オ
節
製

造
か
ら
見

た
よ
う

に
、
そ
の
海
縁
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は
自

力
で

、

他

に
依
存
せ
ず
に
作
り
出

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
え

る
。
絹
製
品

の
よ
う
に
八
丈
島
に
依
存
し
な
け
れ
ば
生
産
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で

は
、
還
住
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
定
住
生
活
を
構
築
す
る
た
め
の
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
自
力
で
他
に
依
存
せ
ず
に
生
産
あ
る
い
は
発
信
で
き
る
も
の
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
附
記
）
海
島
の
不

安

国
分
直
一
の
「
海
上
の
道
」
論
の
中
に
、
「
海
島
の
不
安
」
と
い
う
一

節
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
鹿
児
島
県
徳
之
島
に
お
い
て
一
五
世
紀
頃
に
船

の
描
か
れ
た
刻
画
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。

「
徳
之
島
の
い
ず
れ
の
刻
画
に
お
い
て
も
、
執
拗
な
矢
と
巨
鏃
の
表
現

の
あ
る
こ
と
に
は
、
外
来
の
侵
入
者
へ
の
拒
絶
的
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
来
航
し
た
も
の
が
、
た
と
え
侵
入
者

で
な
く
、
水
な
ど
を
求
め
て
接
島
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
言
語

の
不
通
で
あ
る
場
合
に
は
、
警
戒
的
拒
絶
的
感
情
へ
と
島
民
を
か
り
立
て

る
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
国

分
　
一
九
九
二
：
一
七
五
）

島
嶼
社
会
が
外
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、
定
住
生
活
の
持
続
の
た
め

に
必
須
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
そ
れ
は
外
来
の
侵
入
者
を
も
も
た
ら
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す
。
海
縁
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形

成
は
、
島
嶼
社
会

に
と

っ
て
プ
ラ
ス
と

マ

イ
ナ
ス
の
諸
刃

の
剣
な

の
で

あ
る
。
し
か
し

、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
外
と

つ
な

が
る
こ
と
に
対
し
て
「
拒
絶
的
思
想
」
や
「
拒
絶
的
感
情
」
へ
と
「
島

民
を
か

り
立
て

る
」
、
つ
ま
り
、

外
社
会
と

の
つ

な
が
り
を
拒

絶
す

る
こ

と
に
は
な
ら
な

い
と
私

は
考
え

る
。
島

の
生
活

が
外
社
会
に
つ
な

が
っ
て

い
る
こ
と
は
定
住

の
安
定

に
必
要
で
あ

る
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
海
賊

や

ネ
ズ
ミ

の
よ
う

な
マ
イ

ナ
ス
の
移
入
も
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
海

縁

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
も

た
ら
す
ア
ン
ビ

バ
レ

ン
ト

な
状
況
こ
そ

が
海
島

の
不

安
な

の
で
あ

る
。

「
引
用

・
参

考
文

献
」

国

分
直
一
　

一

九
七
二
　
「
糸

満

の
世

界
」
『
日

本
民
族
文
化

の
研
究
』

慶
友

社

国
分
直
一
　
一
九
七
五
　
「
海
上
の
道
―
海
流
・
季
節
風
・
動
物
を
め

ぐ
っ
て
―
」
『
え
と
の
す
』
二
　
新
日
本
教
育
図
書

国
分
直
一
　
一
九
七
六
　
「
海
上
の
道
―
海
流
・
季
節
風
・
動
物
を
め

ぐ
っ
て
―
」
『
環
シ
ナ
海
民
族
文
化
考
』
慶
友
社

国
分
直
一
　
一
九
七
八
　
「
海
上
の
道
―
海
流
・
季
節
風
・
動
物
を
め

ぐ
っ
て
―
」
国
分
直
一
　
（
編
）
『
論
集
海
上
の
道
』
大
和

書

房

国
分

直
一
　

一

九
八

〇
　
「
日

本
基

層
文
化

に

お
け

る
南
方

的
要

素
」

『
東

シ
ナ
海

の
道
－

倭
と
倭
種

の
世
界
－

』

法
政
大

学
出

版
局

国
分
直
一
　
一
九
九
二
　
『
北
の
道
　
南
の
道
―
日
本
文
化
と
海
上
の

道
―
』
第
一
書
房

瀬
川
清
子
　

一
九
七
五
　
『
日
間
賀
島
・
見
島
民
俗

誌
』
未

来
社

橘
南
鉛
　
一
九
七
二
　
「
東
西
遊
記
」
谷
川
健
一
　
（
編
）
『
日
本
庶
民
生

活
史
料
集

成
』

二
〇
　

三
一
書

房

橘
南
谿
　
一
九
七
四
　
『
東
西
遊
記
2
　
東
洋
文
庫
二
四
九
』
平
凡
社

宮
本
常
一
　

一
九
七
三
　
「
吉
野
西
奥
民

俗
採
訪
録
」
『
日
本
常

民
生
活

資
料
叢

書
』
　一
九
　

三
一
書
房

宮
本
常
一
　

一
九
七
四
　
「
見
島

の
漁
村
」
『
宮
本
常
一
著
作
集
』
　一
七

未

来
社

柳
田
国
男
　

一
九
七
八
　
『
海
上

の
道
』
（
岩

波
文

庫
）
　
岩
波
書
店

柳
田
国
男
　

一
九
八
九
　
「
島

の
人

生
」
『
柳
田
國
男
全
集
』
　一
　（
ち
く

ま
文
庫
）
　
筑
摩
書

房

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
～
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
C
）

）
「
移
住
開
拓
島
に
構
築
さ
れ
る
生
業
体
系
に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究
―

定
住
化
と
無
人
島
化
の
事
例
比
較
―
」
（
課
題
番
号
二
五
三
七
〇
九
〇
四
）

の
年
次
報
告
（
一
部
）
で
あ
る
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